
 

 

 

平成２９年８月３１日 

総     務     省 

                             全国過疎地域自立促進連盟 

 

平成２９年度過疎地域自立活性化優良事例表彰における 

優良事例の決定 
 

 総務省及び全国過疎地域自立促進連盟は、平成２９年度の過疎地域自立活性

化優良事例を、以下のとおり決定しました。 

 なお、表彰式については、来る１０月１９日（木）佐賀県佐賀市で行われる

「全国過疎問題シンポジウム２０１７ in さが（全体会）」において執り行いま

す。 

 

１ 過疎地域自立活性化優良事例表彰について 

  本表彰は、地域の自立と風格の醸成を目指した過疎地域の取組を奨励する

ため、創意工夫をもって過疎地域の活性化に取り組み、優れた成果を上げ、

過疎対策の先進的、モデル的事例としてふさわしいこと等を審査の基準とし

て、過疎地域自立活性化優良事例表彰委員会（委員長 宮口 侗廸（みやぐ

ち としみち）早稲田大学名誉教授）において選定の上、表彰するものです。 

 

２ 受賞事例 

◎総務大臣賞（５事例） 

団体名 キャッチフレーズ 

特定非営利活動法人 

越
えち

後妻
ご つ ま

有里山
りさとやま

協働
きょうどう

機構
き こ う

 

（新潟県十日町市
と お か ま ち し

） 

都市と地域の協働で行う、アートによる地域活性化

「大地の芸術祭の里」 

郡上市
ぐじょうし

 

（岐阜県郡上市
ぐじょうし

） 

住民主体による手づくり自治と産業の創出～ハンド

メイドの里「めいほう」をめざして～ 

丹生
に ゅ う

谷
だに

 清流座
せいりゅうざ

 

       （徳島県那賀町
なかちょう

） 

人形浄瑠璃で地域に恩返し ～温故創新 伝統を受

継ぎ新たな創造へ～ 

唐津市
か ら つ し

相知町
おうちちょう

 蕨
わらび

野
の

集落
しゅうらく

 

（佐賀県唐津市
か ら つ し

） 
人がつながり、輝く地域 ～棚田の魅力で交流促進～ 



日置市
ひ お き し

高
たか

山地区
や ま ち く

公民館
こうみんかん

 

      （鹿児島県日置市
ひ お き し

） 

地域資源と人材をフル活用 ～全員参加で地域づく

り～ 

 

◎全国過疎地域自立促進連盟会長賞（３事例） 

団体名 キャッチフレーズ 

池田町
いけだちょう

 

（福井県池田町
いけだちょう

） 

木望（きぼう）のまちプロジェクト～人と暮らしと仕

事が木でつながるまち育て～ 

一般社団法人 

おいでん・さんそん 

（愛知県豊田市
と よ た し

） 

都市と山村が支え合う「暮らし満足都市」豊田市 

～中間支援組織“おいでん・さんそんセンター”の取

組～ 

四国
し こ く

西予
せ い よ

ジオパーク推進協議会 

（愛媛県西予
せ い よ

市
し

） 
リアル風景と音楽の融合 

※全国過疎地域自立促進連盟は、過疎関係都道府県及び過疎地域市町村等を会員とする団体

で、会員相互の緊密な連絡提携により、過疎対策事業の充実強化を図り、過疎地域の自立

を促進し、過疎地域における産業、経済の開発振興と地域住民の生活、文化向上を図るこ

とを目的とする団体です。  

 

                 連絡先 

総務省地域力創造グループ過疎対策室 

担 当：佐藤、渋谷 

代 表 電 話：０３－５２５３－５１１１ 

内 線：２３１３６ 

直 通 電 話：０３－５２５３－５５３６ 

Ｆ Ａ Ｘ：０３－５２５３－５５３７                     

 

全国過疎地域自立促進連盟 

担     当：宮原、萩原 

直 通 電 話：０３－３５８０－３０７０ 

Ｆ  Ａ  Ｘ：０３－３５８０－３６０２ 

                                           

 



 

■総務大臣賞　５事例
都道
府県名

市町村名 団体名 キャッチフレーズ 事例の概要

新潟県 十日町市
と お か ま ち し

特定非営利

活動法人

 越後
え ち ご

妻有
つ ま り

里山
さ と や ま

協働
きょうどう

機構
き こ う

都市と地域の協働で行う、アート

による地域活性化「大地の芸術祭

の里」

里山を舞台とした国際展「大地の芸術祭」をきっかけ
に、過疎化の結果生まれた空家・廃校を活用・再生した
美術館・レストラン・宿泊施設の運営や、棚田保全活
動、グッズ開発などに集落や地元企業とともに取り組む
ことで、地域の自立をめざした活動を行っている。アー
トプログラムや棚田保全活動を通して、都市と地域が協
働することで、総合的に地域の魅力を高めている。

岐阜県 郡上市
ぐ じ ょ う し

郡上市
ぐ じ ょ う し

住民主体による手づくり自治と産
業の創出～ハンドメイドの里「め
いほう」をめざして～

明宝地域では、将来のめざす姿を「ハンドメイドの里
（住民自治も特産品もすべて手作り）」とし、地域住民
（民間）と行政が目的を共有しながら、分野を超えた組
織間連携による地域活性化の取り組みを進めている。24
の地域づくり団体が活発な活動を展開し、また、団体間
の連携が新たな産業の創出につながる好循環を生み出し
ている。

徳島県 那賀町
な か ち ょ う

丹生谷
に ゅ う だ に

 清流
せいりゅう

座
ざ

人形浄瑠璃で地域に恩返し
～温故創新　伝統を受継ぎ新たな
創造へ～

町内に残る人形浄瑠璃用の農村舞台が全国一多いこと、
町内に唯一存在する人形座が高齢化により存続が危ぶま
れている現状を知り、地元青年団が中心となり人形浄瑠
璃座「丹生谷清流座」を結成した。人形浄瑠璃を通し
て、伝統芸能の継承のみならず、農村舞台をはじめとす
る地域が守ってきた歴史的文化資源に新たな価値を見出
し、利活用を進めることで、地域の魅力を高め、交流人
口の増加に繋げるとともに、世代間交流や各種団体との
交流を積極的に行い地域愛の醸成や地域の活性化を図っ
ている。

佐賀県 唐津市
か ら つ し 唐津市

か ら つ し

相知町
お う ち ち ょ う

蕨野集落
わらびのしゅうらく

人がつながり、輝く地域　～棚田
の魅力で交流促進～

日本の棚田百選や重要文化的景観に選定された「蕨野の
棚田」を活かした地域づくりを進めるため、集落ぐるみ
による「早苗と棚田ウォーク」など生産者と消費者の顔
の見える交流イベントの開催や、集落と大学や企業ボラ
ンティア、ＮＰＯ法人「蕨野の棚田を守ろう会」との連
携により耕作放棄地の解消などの棚田と里山の保全に取
り組んでいる。また、蕨野棚田保存会では、棚田米のブ
ランド力の向上や稼げる仕組みづくりが確立されるな
ど、集落ぐるみでの様々な取り組みにより集落の魅力向
上及び集落の活性化が図られている。

鹿児島県 日置市
ひ お き し 日置

ひ お き

市
し

高山
たかやま

地区
ち く

公民館
こ うみん かん

地域資源と人材をフル活用　～全
員参加で地域づくり～

旧小学校区のエリアに協働による地域づくりと地域自治
会を補完する組織として、高山地区公民館を組織し、地
区を構成していた６つの自治会が統合した高山自治会と
緊密な連携体制を構築した。年間を通して高山ふるさと
秋祭り等、地域資源を総動員した体験交流イベントを
行っている。また、買物に不自由している高齢者のため
に、地区公民館から「移動販売車」に燃料費相当分を負
担し、地域内を巡回する仕組みを構築している。

平成２９年度　過疎地域自立活性化優良事例表彰　受賞事例の概要一覧

参 考



 

■全国過疎地域自立促進連盟会長賞　３事例
都道
府県名

市町村名 団体名 キャッチフレーズ 事例の概要

福井県 池田町
い け だ ち ょ う

池田町
い け だ ち ょ う

木望（きぼう）のまちプロジェク
ト～人と暮らしと仕事が木でつな
がるまち育て～

町の約92％を占める森林を活用し、木のぬくもりで子ど
もたちを育み、家族や地域の人と人が木や森を守り活か
すことでつながり、絆を生み出す仕組みの構築を目指し
ている。町内各所の交流拠点施設では、森林資源を活か
した地域循環型経済の創出、若者の雇用促進、移住・定
住人口および都市農村交流人口の拡大により、農山村の
力を活かした地方創生につなげている。

愛知県 豊田市
と よ た し 一般社団法人

おいでん・さんそん

都市と山村が支え合う「暮らし満
足都市」豊田市
～中間支援組織“おいでん・さん
そんセンター”の取組～

中間支援組織「おいでん・さんそんセンター」を山村部
に設立し、そこをプラットフォームとして住民、企業、
団体、ＮＰＯ、研究者などが集い、専門性を生かしなが
ら市民主導の取組みを迅速、柔軟に展開している。都市
と山村をつなぐ支援として、企業と山村地域のマッチン
グ支援、研修・体験・CSR事業のコーディネート、山村で
のソーシャルビジネスへの助言等を実施している。ま
た、移住定住を総合的に支援するいなか暮らし総合窓口
も開設している。

愛媛県 西予市
せ い よ し 四国西予

し こ く せ い よ

ジオパーク

推進協議会
リアル風景と音楽の融合

「四国西予ジオパーク」の雰囲気を盛り上げるBGMが加わ
れば、より一層素晴らしい風景になるはずとの思いか
ら、四国西予ジオミュージックプロジェクトを開始し
た。地域の魅力を表現した楽曲や映像作品を募集したコ
ンテストの開催や市内最大の集客施設である道の駅どん
ぶり館では、観光客向けにジオミュージックを収録した
オーディオプレイヤーの貸出を行い、交流人口の拡大と
地域活性化に取り組んでいる。


